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　確率予報業務が本格的にスタートしてから既に4年経

ち，一般の利用者に十分定着したように思える．いくつ

かの世論調査からもほとんど違和感なく受け入れられた

ことが分かる．まさに，『新しい天気予報』が根付いた

との感がある．

　降水確率予報で発表される確率値については，試行段

階から内外で様々な議論が交わされてきた．予測対象が

あいまいであるとか，予報された確率値は検証可能なの

か，最終的な判断を利用者に委ねるのは，予報官の怠慢

ではないのか等など．さらに，確率予報を支える技術と

して有効なMOSについては，『考えない予報官をつく

ってしまう（meteorological　cancer）』といった批判も根

強く残っている．そのようないくつかの議論や，気象

庁予報課内で着々と進められた技術開発に伴ってその都

度変更された様々なアウトプットに，地方の現場でもス

ムースに対応出来なかった時期があったということも耳

にした．新しい技術開発に伴うあつれきの一つであった

と思う．これらの一連の技術開発に伴う成果は，昭和61

年2月に作成されたr予報技術資料第35号」・『短期予報

用ガイダンスの解説』（気象庁予報部）によって部内に

解説され，活用が図られている．本書はまさにその一般

への普及版ともいえる性格を持っており，確率予報の成

り立ち，精度の評価，利用法が手際良く解説されている．

　降水確率が50％の時はどう判断したらよいのか，50％

予報は予報官の無青任をさらけ出しているのではないの

か，等とよく言われる．これに対し気候的確率（普通

10～30％位）に比べて雨の降る可能性がずっと高まって

いる状態であるとの説明を加えている．世論調査でも傘
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を持って出かける目安として，30％位に一つのピークが

あり，このような説明でかなり納得してもらえる．本書

で，著者は予報と実況のデー・タを散布図に示して（図

5．5），r降水確率予報50％は，降るかどうか五分五分だ

が，降るとしたら県内全域と予想される場合に発表され

ると推定できる．このケースを調査してr100％」と

rO％」へ振り分けられれば，成績向上につながるが実際

は容易でない』と，50％予報の性格を明快に意味付けて

いる．本書には付録として，1985年9月後半の16日間の

降水確率の予報値と降水の実況値を予報天気図と実際の

天気図とを並べて掲載している．この付録を見て， 予報

の精度の評価に使われるブラィアースコアの数値よりも

ずっと身近に精度を実感できた．惜しむらくは，各事例

について示した解説が，図と切り離されているため，い

ちいちぺ一ジを繰って見なければならなかったことで，

図をわずかに小さくするだけで解説を同じぺ一ジに入れ

られただろうと思い残念であった．

　本書のもう一つのテーマであるナウキャストについて

は，まさにレーダー観測から計算機を用いた予測手法ま

で幅広い分野に精通している著者ならではの記述が随所

にみられた．今日的課題であるナウキャストを有効なも

のにするには，開発主体である気象庁と，情報の受け手

である社会，それら双方を結ぶ報道機関の三者が有機的

に結び付く必要がある．

　ところで，気象を学ぽうと志す学生は，ともすると社

会の動きに無関心になりがちで，その傾向は筆者にも多

分にある．本書の2つのテーマは何れも，著者が社会の

要求を素早く感知し，その実現に尽くしてきたテーマで

あり，社会の欲するところに応える製品（予報）を世に

送り出そうとしてきた著者らの熱意が本書を支えてい

る．そこに，社会の動きに鈍感な者に対して，現在の，

さらに今後の方向付けを明確に示すものがあると感じ

た．その様な意味から，本書のタイトルに若干の不満を

感じている．蛇足ながら付け加えると，タィトルにこと

さら『新しい……』とする必要はないように思える．副

題をそのまま本題とした方がよかったと思う．10年後に

も新しさを失わない著者の生きざまがそこにあるから．

　　　　　　　　　　　　　（気象大学校　安富裕二）
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